
●サーバライセンスなので、部署利用～全社利用まで対応可能です

●すべて国内・自社開発のため確実なサポート体制があり、業務に合わせたカスタマイズが可能です

●比較結果をPDF、Excelの一覧表として出力可能なため、証跡を残せます

導入のメリット

製品仕様

専用ツールは不要。利用規模に応じたライセンス

PDF、PowerPoint、Excel、Word など異なる形式の書類同士でも
文章比較が行えます

複数の比較処理（新旧100ページを、10組など）を
連続処理可能です。夜間に比較指示を行い、
翌日比較結果をまとめて確認、等の使用方法も可能です。

サーバに設置後、
ブラウザより URL でアクセスすれば使用可能。
クライアント PC に専用ツールの配布は不要です。

サーバで集中処理します。
サーバ台数でライセンス数をカウントするため、
CPU / コア数は問いません。

Web システムにてパッケージ提供可能なため、設置後すぐに使用可能です

※本広告に記載されている会社名・商品名・ロゴ・アイコン等は、
　 各社様の商標及び登録商標である場合があります。

お問い合わせ 〒210-0007　
神奈川県川崎市川崎区駅前本町３－１ NMF 川崎東口ビル８Ｆ
TEL：044-211-9332　FAX：044-211-9331
E-mail：eigyo@iothe.co.jp　URL：https://www.iothe.co.jp/

人にやさしく省力化を推進「 」

制作物内のNGワードを目視によって全てチェック

することはかなり時間を要する作業となっていました。

自動的にNGワードの検出ができる当システムを

利用することによって、時間短縮ができ、

その結果、品質の向上にも繋がります。

株式会社 様

導 入 事 例

ケーススタディ

株式会社LIXIL
〒136-8535
東京都江東区大島2-1-1

ご利用ユーザー情報

使用製品情報

Web比較システム 

キーワード検出マーカー

1 アップロード
　ドラッグ＆ドロップで
　データをアップロード
    比較設定を選択します

2 結果一覧
    一覧画面から結果を確認
　 処理終了をメール通知
　 する事も可能です

3 比較結果 
　ダウンロードボタンにて
　マーキングされたPDFの
　ダウンロードが可能です
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データ内の特定のワードを自動的にマーキングすることができます。使用禁止ワードなど、特定ワードの検出に有効です。
またマーキングリストと組版用システムを組み合わせることで用語の置き換え作業が自動化できます。

PDFデータ内の文字列の自動マー
キング機能により、使用禁止ワード
を検出できます。複数の単語を一度
にマーキングすることも可能です。

前述の機能により目視による確認ミ
スを防ぐことができ、また作業の効
率化・確認精度、制作物の品質向上
につながります。

採用理由

特定の文字列を自動的に
発見するので確認ミスや
漏れがありません

Web比較システム キーワード検出マーカー

対象用語と置換例を

規定した用語リストが

制作会社へ配布されます

株式会社

様

社内の用語統一の規定

印刷物・Webサイト等に適用が必要

制作会社に作業依頼

NGワードリストの制作

Web比較システム
キーワード検出マーカーで

対象用語を抽出

制作会社

置換え候補の選択

置換え作業

システムでマーキングする

NGワードリストをつくります

Web比較システム キーワード

検出マーカーを使うことでPDF

で単語をひとつひとつ検索す

る手間が省け、また漏れなく発

見することができます

マーキングされたところを

チェックし置換え作業をします

出力結果 対象となるNGワードが赤色でマーキングされます。

アップロード

いくつもの単語を一度にチェックできるので、一単語ずつ検索をかけ

るような手間がなくなります。

明り取り
明かり取り
取り付け
リビング建材
埋め込みガイドピン
埋込みガイドピン
埋め込み沓摺り
埋込み沓摺り
ネジ
召合せ
…

❷キーワードファイルを選択・アップロード

❸「検索実行」を選択

1
2

3

❶PDFをアップロード
室内引戸/上吊方式

●本体を手で支えてから吊車の操作レバーを指でつまみ、上に押し上げます。
　次に吊車を本体の内部ケースより引き抜き、取り外します。
※ 取外しがやりにくい場合は、マイナスドライバーなどを使用して操作レバーを押し上げなが
ら引き抜いてください。

１．現場の本体に取り付いている引手、錠などの部品は交換後に使用しますので、取り外した後紛失しないようご注意ください。
２．本体の調整は必ず手回しドライバーを使用してください。電動ドライバーは使用しないでください。ねじ頭が壊れる恐れがあります。
万が一、ねじ頭が壊れたり、紛失した場合は、下記を確認の上、同じ種類のねじをご用意ください。

＜注意事項＞始めにお読みください。 2．現場の本体を取り外します。

● プッシュ錠
錠座カバー下部の切欠き部にマイナスドライ
バーを差し込んで、錠座カバーを外します。

スイッチ座と錠座の取付けねじをゆるめてください。
錠座とスイッチ座を外してください。

※ 無理矢理カバーを外さないで
ください。
錠座カバーが破損する恐れが
あります。

● サムターン錠
トリガーを押して施錠状態にしてから、
取付けねじをゆるめて部品を取り外し
てください。

スイッチ座

錠座カバー

プラスドライバー

錠座

鎌錠
（取付け済）

取付けねじ
（皿タッピンねじ3.5×8）

カム

軸芯

スロット穴

・簡易錠
・表示錠
・シリンダー錠

サムターン

取付けねじ
組込み済
トリガー

ソフトモーション部品上レール鴨居

ガイドピン

F.L

（引手側）

吊車吊車

引戸本体

戸先側 戸尻側 操作レバー

3．取り外した引手・錠などの部品を取り付けます。
● 引手
引手取付け向きは、引手裏面の△記号が本
体上を指す向きに取付けのこと。

●プッシュ錠

● サムターン錠
トリガーを押して施錠状態にしてから、取付けねじ
で固定して部品を取り付けてください。

● 召合せパッキン
4枚建・引分用本体の召合せ部に取り付けます。

木口の部品にかぶらないよう、パッキンを切り欠きます。
パッキン裏面のシートを剥がし、5Kg程度の力で手で押
して張り付けます。
※上図はブレーキ仕様を示す。

● クロス引手
片側引手受け部品をはめ込む。 取付けねじで固定する。 引手をはめる。

引手の上下の向きに
注意のこと。

お願い
※ 必ず手回しドライバーでネジを固定してください。
※ 取付けねじを締め付け過ぎないでください。
　錠座が反ります。

引手裏面

※ ○部に浮きが無いよう取付けの
こと。

スイッチ座が解錠状態 (フラットな状態 )になって
いることを確認して、スイッチ座を鎌状のスロット
穴に差し込みます。

スイッチ座と錠座を取付けねじで固定してください。
錠座カバーを錠座に取り付けてください。

【解錠状態】 【施錠状態】

【解錠状態】 【施錠状態】

スイッチ座の軸心が解錠状態になっていることを確
認して、錠座の軸心を鎌錠のカムに差し込みます。
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１.現場の本体に取り付いている引手・錠を取り外します。
● 引手
引手下部の切欠き部にマイナスドライバー
を差し込んで、引手を外します。

引手裏面

● クロス引手
引手下部の切欠き部にマイナスドライバー
を差し込んで、引手を外します。

ねじをゆるめて片側引手受け部品を外します。

※  無理矢理引手を外
さないでください。
引手が破損する恐
れがあります。

手回しドライバー

電動ドライバー

● 鎌錠
特別仕様対応⑦「旧錠加工位置への変更」で発注した場合は、
現場の本体に付いている鎌錠を使用します。
取付けねじをゆるめて部品を取り外してください。

取付けねじ

引戸錠                            

● 鎌錠
取付けねじで固定して部品を取り付けてく
ださい。

取付けねじ

引戸錠                            
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索引

調整方法

施工上の
注意

納まり図

商品の色は、印刷の特性上実物とは多少異なる場合がありますのでご了承ください。 掲載価格には、消費税、組立費、工事費、運賃等は含まれていません。

交換方法
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LIXILグループは、100年以上の歴史を持つ

ブランドを展開しており、長きにわたる信

頼と実績を基に、未来に向かってさらに成

長を続けています。

LIXILグループの中核事業会社、株式会社

LIXILは、2011年に国内の主要な建材・設

備機器メーカー、トステム、INAX、新日軽、

サンウエーブ工業、東洋エクステリアの5社

が統合して誕生しました。20世紀の初頭以

降、これら５社の創業者は革新の時代の幕

を開け、日本の建材・住生活産業のトップブ

ランドとなるLIXILの礎を築きました。さら

に、海外企業の統合を通じて、19世紀にさ

かのぼる更に長い歴史を誇るグローバル

ブランドがLIXILに加わりました。

メンテナンス用室内建具カタログ

複数のワードを
一括指定可能！

Web比較システム




